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主な取組内容

○有機JAS認証取得者の増加（R5 1名 → R9 20名）

○有機栽培面積の拡大（R5 8.6ha → R9 40ha）

○有機農産物の販路確保（R5 1店舗 → R9 10店舗）

○市内小学校における学校給食有機米の導入（R5 10回 → R9 通年提供）

普及に向けた取組

成果目標

今後の課題として、販路先の確保を重点的に行う必要がある。このため、大手商業施設と連携した販
売ブースの設置や、ECサイトと連携しサイト内に当市の取組を特設ページとして公開、産地の魅力を農
産物と併せて紹介することで消費者側の購買意欲向上を狙う。

また、有機JAS認証取得者の増加を目指し、有機JAS制度の理解促進と取得に向けた支援を行っていく。

背景・課題

品 目

構 成 員

黒石市は、青森県の中央部、津軽平野の東南東部に位置し、
平野部では稲作、中山間部では果樹、高冷地では野菜を主体と
した農業が展開されている。

有機農業の推進に当たり、主に水稲の収量安定化、除草作業
量の増加及び販路の確保等が課題となっている。

黒石市 等

水稲、ミニトマト、そば、

にんじん

問い合わせ先 黒石市農林部農林課
TEL：0172-52-2111

黒石市

黒石市（青森県黒石市） 03R５補正
R6当初

①-1生産：有機JAS認証制度に関する講習会等を開催

①-2生産：（地独）青森県産業技術センターと連携し、有機米の栽培技術の確立に向けた検証

②流通：有機転換期間中の農産物を県内商業施設ブースで試験的に販売

③加工：有機米（ムツニシキ）を活用した甘酒の試作

④消費：市内小学校（4校）の学校給食へ有機農産物の試験的導入

①-1生産：6月に講習会、8月にセミナーを
それぞれ開催（R6年度）

①-２生産：有機栽培技術の確立に向けた検証
及び栽培技術集の製作（R4～R6年度）

②商業施設での販売（R5年度）

④学校給食への導入（R4～R6年度）
8～9月にミニトマトを提供
11～12月に有機米（ムツニシキ）を提供予定

③有機米を活用した甘酒の試作
（R4年度）
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